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7月3日（水）１0：００～１0：３０　第７回　検数労連１９夏季一時金交渉


全ての地域より、１９夏季一時金闘争に対する批准・一任を受け、妥結を表明。


支給日、７月１０日（水）を確認。





























　前回の交渉で収拾に向けた機関手続きに入る旨を表明し、各地域に１９夏季一時金に対する意見集約を行った結果、全ての地域から批准または一任との結果を受け、７月３日（水）第７回検数労連１９夏季一時金交渉で両協会に対し、妥結の態度表明を行いました。





【態度表明】


　夏季一時金要求については、現到達をもって妥結する。


　夏季一時金交渉は両協

































































【１９夏季一時金に対する各地域の意見】


《日検協会》


（評価点）


・乗率2.0ヵ月の維持。


・組合要求に基づく都市手当の満額回答。


・α回答の支部間格差圧縮。


（不満点）


・業績を重視した回答姿勢。


・地域によっては昨夏比マイナス回答。


・回答総額が低額。





《全日検》


（評価点）


・昨夏比プラス回答。


・昨夏比乗率0.047ヶ月アップ。


・ここ数年の右肩上がりの回答。


（不満点）


・特別評価は不満。全体配分すべき。


・α回答の支部間格差。


・契約雇員・準職員等の回答が低額。









































第７回検数労連１９夏季一時金交渉





会ともに平成３０年度事業収益が対前年度比減少のもとでの交渉となった。組合は第１回交渉にて要求提出以降、第６回交渉での機関手続き表明までの間、職場からの一時金に対する切実な思いを交渉の中で繰り返し主張してきた。同時に日常活動の努力の積み重ねである『仕事と収入の確保』運動への成果と日頃の人員不足の中での業務対応に応えるべく要求に沿った回答を提示するよう求めてきた。


　有額回答については、両協会の収益動向を反映さ
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せた回答額となった。全日検では『夏より冬』を明確にした回答により、昨夏比プラス回答としたが、日検では『利益による配分』を重視した回答により全地域において単純比較で昨夏比マイナス回答となった。組合要求との関係では、人員不足の中で奮闘している職場の期待を裏切るとともに、すでに始まっている従業員の離職や企業の採用難に拍車をかけると言っても過言ではない。


　回答算式については、全日検の家族手当、地域年齢手当、都市加算、日検の一律が基礎算式に入っておらず不満を残す結果と







































































































































































なった。また、組合が求めていない両協会の収益の調整弁的なアルファ部分の回答については、本交渉での提示ではなく対角線交渉となったことに不満を残す結果となった。また、諸要求については『現行のままの取り扱い』とし、国民的課題に対する態度表明についても理解が得られなく不満を残す結果となった。


　組合要求から大きく外れた回答状況のもと、各地域からの一時金闘争全般に対する職場の意見まとめでは、全日検の昨夏比プラス回答、乗率アップ、日検の乗率２ヵ月維持、要求に沿った都市手当の獲得などの評価が出された。一方、支部収益を前面に押し出した全国的な支部間収支格差回答、日検の昨夏比未到達に対する不満を表明する意見や見直しを求める声が多数上がったが、


全地域から夏季一時金要求全般に対する一定の理解が寄せられた。


　１９夏季一時金闘争妥結にあたり、次の問題点を提起する。


　いま、職場では依然として繁忙から抜け出す状況には至っていない。両協会が主張する『検数業務の縮小傾向』との関係では相反する状況になっている。検数事業にとって、人員の確保は最も重要な課題とな


　














































































































ることから、引き続き段階的な賃金水準の引き上げを進めながら検数企業の基盤を強化していくとこが求められる。同時に、変わりゆく労働環境の変化に対応すべく実践課題に向け、『事業基盤の安定＝雇用・賃金の安定』を第一義に捉えながら『仕事と収入の確保』運動を積極的に進めていくこととする。




































































各地域闘争委員会の皆様


１９夏季一時金闘争


お疲れ様でした。
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